
９３－２ 数学分野 「整数論 （特別講義）」

( ) 研究開発の概要1
、 、３年次６月までに学習する通常教育課程の内容に加え 事前準備を授業中に実施し

名古屋大学多元数理科学研究科の松本耕二教授をお招きし 「整数論」について講義、

を受けた。講義後の評価テスト実施は難しいため、類似問題の演習を行い、アンケー

トを実施し、次年度につながるものとした。

( ) 研究開発の経緯2
ア 準備

(ｱ) 講義の基礎知識として以下のことが最低限必要とされる。

ａ 三角関数

ｂ 複素数

ｃ 数列の和

ｄ 逆関数

ｅ 置換積分

ｆ 極限

イ 実施

２クラス・３クラス単位で２日間にわたり講義を受ける。

ウ 事後指導

演習とその解説・アンケートを実施することにより、事後指導とした。

( ) 仮説（ねらい、目標）3
理系全体を対象としたＳＳＨ事業である。今まで学習した基礎知識を土台とし、

さらに踏み込んだものを目指す。最新の数学の一部に触れることにより、数学に興

味を持つ生徒の関心をより高める。

( ) 研究の方法および内容4
ア 対象生徒 理系５クラスの全員。

イ 実施日程 ７月１０日（火 、１７日（火）の２日間）

ウ 実施内容

(ｱ) 「完全数」について

約数の総和が元の数の２倍になる数を完全数という。

ａ ２ （２ －１）は２ －１が素数なら完全数である。ｎ－１ ｎ ｎ

ｂ ２ －１が素数ならばｎは素数だが、逆は必ずしも正しくない。ｎ

ｃ 大きな素数どうしの積による合成数のみを与えることにより、暗号が成立

する。

ｄ 完全数が偶数ならば、２ （２ －１）の形である。ｎ－１ ｎ

(ｲ) 「初等整数論」でない整数論について

ａ フェルマーの予想

ａ ＝ｂ ＋ｃ （ｎ≧３）を満たす自然数ａ，ｂ，ｃは存在しない。ｎ ｎ ｎ

ｂ フライのアイデア

， ， 、 。フェルマーの予想をみたすａ ｂ ｃがあったとして 楕円曲線を考える

ｙ ＝ｘ（ｘ－ｂ （ｘ－ｃ ）２ ｎ ｎ）


